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A Study on the Architectural Characteristics of MACHIYA at Ogawa-machi, Uki, Kumamoto and  
MACHIYA Conservation Circumstances in the Future 
－A Case Study on the HASEGAWA Silk Reeling Mill and the Residence－ 
Nobuhiro Narukawa＊, Setsuko Isoda＊＊ 
 
Abstract  This study aims to clarify the architectural characteristics of MACHIYA which was built in the Meiji, Taisho and 
before the world war Ⅱ period at Ogawa-machi. And also it aims to clarify the circumstances of existing three MACHIYA. The 
three typical MACHIYA at Ogawa-machi were selected and we made measuring, hearing survey of them. These MACHIYA have 
survived by many residents every possible effort. In this paper we detailed description about “HASEGAWA Silk Reeling Mill and 
Residence”. The result of this study is expected to give an instruction to preserve old traditional MACHIYA in the future. 
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図３ 小川町商店街における歴史的建築 
表２ 長谷川邸調査日と内容 
調査日 調査時間 調査項目 調査方法 実施者





































2代 　　　藤市氏 T7 長谷川製糸創業
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表５ 我が国の 10 人以上器械製糸所一覧(9) 
 
表４ 主要生糸供給国生産量（7）
所在地 釜数 創業年 備考（昭和30年現在）
1 熊本製糸㈱ 熊本市大江町 240 明治26年
2 肥後製糸㈱ 熊本市内坪井 302 明治29年 現神戸製糸
3 ㈱肥後蚕糸組 熊本市内坪井 52 大正9年 昭和初期閉鎖
4 ㈱松岡製糸場 熊本市春竹町 108 大正9年 昭和15年企業整備により閉鎖
5 島崎製糸場 熊本市島崎町 210 明治29年 昭和初期閉鎖
6 尾沢組熊本製糸場 飽託郡白坪村 420 大正6 現片倉熊本工場
7 不知火製糸㈱ 宇土郡不知火村 100 大正10年 戦後復活
8 高瀬製糸㈱ 玉名郡弥富村 120 明治45 閉鎖年不詳
9 肥後製糸玉名工場 玉名郡弥富村 156 明治44 閉鎖年不詳
10 肥後製糸木葉工場 玉名郡木葉村 100 明治41年 現熊本繭繊維木葉工場
11 玉東製糸㈱ 玉名郡江田村 120 大正7 現城北製糸
12 肥後蚕糸組関製糸場 玉名郡伊倉町 64 明治31 閉鎖年不詳
13 山鹿製糸㈱ 鹿本郡大道村 100 明治41年 昭和15年企業整備により閉鎖
14 来民製糸場 鹿本郡来民町 80 大正6 昭和17年企業整備












鹿本郡米田村 60 大正10年 閉鎖年不詳




菊池郡泗水村 231 明治43 現㈱泗水社




菊池郡隈府町 100 大正7 閉鎖年不詳
23 肥後蚕糸組千知波製糸場 菊池郡隈府町 50 明治40 閉鎖年不詳
24 東肥製糸㈱ 菊池郡隈府町 50 大正10年 閉鎖年不詳
25 甲佐製糸㈱ 上益城郡甲佐町 80 大正7年 現酒六甲佐工場
26 杉田製糸場 上益城郡御船町 120 大正4 昭和9年閉鎖
27 肥後製糸益城工場 上益城郡木倉村 80 大正10年 閉鎖年不詳
28 島崎製糸木山工場 上益城郡広安村 100 大正10年 昭和15年企業整備により閉鎖
29 松岡製糸場 下益城郡杉上村 119 明治36 閉鎖年不詳
30 肥後製糸豊田工場 下益城郡豊田村 116 明治40 閉鎖年不詳
31 長谷川製糸場 下益城郡小川町 34 大正7年 現郡是小川工場
32 隈庄製糸合名会社 下益城郡隈庄町 41 大正9年 閉鎖年不詳
33 吉野製糸合名会社 八代郡吉野村 160 明治38 閉鎖年不詳
34 球磨製糸㈱ 球磨郡大村 82 大正6 閉鎖年不詳
35 天草製糸㈱ 天草郡亀場村 208 大正8 閉鎖年不詳
合計釜数 4287
製糸場名
表６ 大正 14 年現在熊本県製糸工場調べ(12) 
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す．35 の製糸工場がある．その分布図を図 6 に示す．熊本
市を中心に菊池，玉名，山鹿地域等県北部の分布が多く長
谷川製糸が位地する県南地域は少ない．昭和 4 年には 51，
























川製糸の従業員数約 70 人，その内男性は 8人であり，殆ど
が女子従業員である．戦後は中小規模の工場では繭の確保








和 31 年に郡是より工場一式が 
復元され長谷川製糸として操 
業が再開される．昭和 36 年自 
動製糸機械を導入，昭和 47 年 
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場(大正 11 年)の一部が残っている． 
(2)住宅について 
a) 1 階平面 
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図 10 長谷川邸 1階平面図 
図 11 長谷川邸 2階平面図 
図 13 旧事務所平面図 

































































































































 断面図を図 12 に示す．2 階建の母屋部分は間口 3 間半奥
行 5 間半である．前面道路側に平屋で 1 間の土間が下屋で
持ち出されている．庭側には半間の廊下があり現在は上部
部はベランダになっている．創建時はこの廊下も下屋が架































真 9は次の間の欄間で松葉のデザイン，写真 10 は仏間の欄
間で霞組である．比較的太い見附の桟で町家らしいデザイ
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（平成 27 年 9 月 25 日受付） 
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